
 

梅
雨
が
明
け
て

夏
真
っ
盛
り
の
季

節
と
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
依

然
と
し
て
拡
大
傾

向
に
あ
る
が
、
感

染
に
注
意
し
な
が

ら
久
し
ぶ
り
の
本

格
的
な
夏
を
満
喫

す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
▼
た
だ
し
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
生
活
実
態
は
お
寒
い
状
況

が
続
く
。
６
月
か
ら
電
気
料
金

の
値
上
げ
も
相
ま
っ
て
レ
ジ
ャ

ー
等
に
使
え
る
お
金
は
寂
し
い

状
況
だ
。
我
慢
だ
け
で
は
何
も

変
わ
ら
な
い
。
「
生
活
で
き
る

賃
金
を
」
と
い
う
働
く
人
た
ち

の
声
が
、
社
会
や
政
治
に
反
映

で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
つ

く
づ
く
実
感
す
る
▼
し
か
し
、

今
の
政
治
は
物
価
高
騰
対
策
で

は
後
手
を
と
な
っ
て
い
る
ば
か

り
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
信
用
失
墜
な
ど
私
た
ち
の
権

利
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
岸
田

政
権
の
支
持
率
が
低
迷
す
る
な

か
、
国
民
の
実
態
を
置
き
去
り

に
し
、
政
権
浮
揚
策
に
終
始
す

る
政
治
は
も
は
や
不
要
と
い
え

よ
う
▼
８
月
・
９
月
は
重
要
な

政
治
選
択
の
時
期
。
政
府
姿
勢

に
追
随
し
、
岩
手
を
変
え
よ
う

と
す
る
者
が
い
る
が
、
私
た
ち

の
生
活
や
地
方
自
治
が
守
ら
れ

る
の
か
疑
問
が
付
き
ま
と
う
。

震
災
か
ら
の
復
興
を
成
し
遂
げ
、

新
た
な
ふ
る
さ
と
創
造
を
託
す

べ
き
人
の
選
択
を
誤
っ
て
は
な

ら
な
い
。
掲
げ
る
政
策
を
吟
味

し
、
投
票
で
意
思
を
示
そ
う
。

　

7.13　人員確保要求書提出
▲内城人事課総括課長に要求書を手渡す小田嶋委員長（左）

▲分会基礎調査の結果を踏まえ人員不足を訴える交渉団

▲事務所開きで挨拶する野中市議（奥）
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７
月
13 
日
、
県
職
労
は
知
事
あ
て
人
員
確
保
要
求
書
を
内
城
人
事
課
総
括
課
長
に
提
出
し
、

業
務
実
態
に
見
合
う
人
員
確
保
に
向
け
た
基
本
姿
勢
を
質
す
た
め
交
渉
を
行
っ
た
。
要
求
書
に

は
分
会
基
礎
調
査
（
中
間
集
計
）
の
結
果
を
踏
ま
え
た
人
員
不
足
の
実
態
を
伝
え
改
善
を
求
め

た
。
併
せ
て
、
任
期
付
職
員
の
任
期
の
定
め
の
な
い
選
考
採
用
枠
拡
大
と
勤
務
実
績
を
考
慮
し

た
採
用
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し
、
貴
重
な
即
戦
力
の
確
保
と
適
切
な
対
応
を
求
め
た
。

【
人
員
確
保
】

　

県
職
労
が
実
施
し
た
分
会
基

礎
調
査
に
よ
る
人
員
要
求
数
を

取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
会
計

年
度
任
用
職
員
を
含
め
約
１
７

０
人
の
人
員
不
足
と
の
結
果
と

な
っ
た
。
定
数
増
は
も
と
よ
り

業
務
実
態
に
応
じ
た
人
員
確
保

を
行
う
よ
う
強
く
求
め
た
。

　

内
城
人
事
課
総
括
課
長
は
、

「
振
興
局
を
訪
問
し
、
現
地
で
直

接
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
担
当
部
局
を
通
じ
、
職
場

の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
人

員
配
置
を
判
断
。
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
マ
ン
パ
ワ

ー
確
保
に
取
り
組
む
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
獣
医
師
や
薬
剤
師
、

保
健
師
等
の
専
門
職
の
確
保
に

つ
い
て
は
、「
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
人
員
確
保
と
処
遇
改
善

の
取
り
組
み
を
一
体
的
か
つ
戦

略
的
に
進
め
る
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

【
定
年
引
上
げ
】

　

２
年
に
１
歳
ず
つ
定
年
年
齢

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
定
年
退
職
者
が
不
在
の
年
が

発
生
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
定

年
引
上
げ
期
間
中
に
お
い
て
も

年
齢
構
成
の
過
度
な
偏
在
を
招

木村 ゆきひろ（63 歳）
（推薦・社民公認・現4期）

野中 やすし（59 歳）
（推薦・立憲民主公認・現1期）

盛岡市議会県職労組織内候補

たっそ 拓也（59 歳）
（推薦・無所属・現4期）

岩手県知事選

名須川 晋（55 歳）
（支持・立憲民主公認・現3期）

佐々木 順一（71 歳）
（支持・立憲民主公認・現6期）

柳村 一（63 歳）
（推薦・無所属・現2期）

小西 和子（70 歳）
（推薦・立憲民主公認・現4期）

佐藤 ケイ子（66 歳）
（推薦・立憲民主公認・現2期）

畠山 茂（57 歳）
（推薦・立憲民主公認・新人）

岩城 げん（50 歳）
（推薦・無所属・現1期）

踏まえた　　　　を人員確保

　

県
職
労
組
織
内
「
野
中
や
す

し
」
は
、
来
た
る
盛
岡
市
議
会

議
員
選
挙
に
向
け
、
７
月
15
日

に
事
務
所
開
き
を
行
っ
た
。

　
「
野
中
や
す
し
」
は
、「
こ
れ

ま
で
の
１
期
４
年
間
、『
笑
顔

か
が
や
く
街
づ
く
り
』
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
の
安
全
の
問
題
、

高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
問

題
、
盛
岡
市
に
関
係
す
る
職
場

の
労
働
条
件
の
問
題
等
、
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
」

「
次
の
４
年
間
も
、『
笑
顔
か
が

や
く
街
づ
く
り
』
に
果
敢
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
力

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
決
意
表

明
し
た
。

　

結
び
に
、
石
井
望
夢
県
職
労

青
年
婦
人
部
副
部
長
が
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
野
中
必
勝

に
向
け
た
決
意
を
固
め
た
。

【
野
中
や
す
し
後
援
会
事
務
所
】

　

盛
岡
市
南
大
通
２―

５―

15

Ｅ
Ｎ
ビ
ル
南
大
通
２
階
（
回
転

寿
司
す
ノ
家
南
大
通
店
の
上
）

電
話 

０
１
９―

６
８
１―

２
８
９
１

か
な
い
よ
う
、
採
用
者
数
を
一

定
程
度
平
準
化
し
、
計
画
的
に

職
員
確
保
を
進
め
る
方
向
で
検

討
中
」
と
し
た
。

【
会
計
年
度
職
員
の
配
置
】　

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
短
時

間
任
用
や
任
用
者
数
の
減
少
な

ど
か
ら
、
結
果
と
し
て
一
般
職

員
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
な

ど
の
実
態
も
多
く
の
声
が
あ

り
、
各
職
場
の
業
務
実
態
を
踏

ま
え
た
任
用
予
算
の
確
保
に
向

け
た
具
体
的
改
善
を
求
め
た
も

の
の
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
が
担

う
業
務
の
必
要
性
を
十
分
に
吟

味
し
た
う
え
で
適
正
な
人
員
配

置
に
努
め
る
」
と
の
見
解
に
と

ど
ま
っ
た
。
交
渉
団
か
ら
、
予

算
の
範
囲
内
あ
り
き
の
職
員
配

置
で
は
な
く
業
務
実
態
を
踏
ま

え
た
配
置
に
向
け
、
人
事
課
の

主
体
的
な
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
求

め
た
。

【
任
期
付
職
員
課
題
】

　

今
年
も
募
集
数
が
少
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
採
用
枠
拡
大
を

求
め
た
の
に
対
し
、
県
の
業
務

を
経
験
し
た
貴
重
な
即
戦
力
で

あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、「
採

用
予
定
数
に
関
し
て
は
、
退
職

者
や
そ
の
他
の
採
用
試
験
の
採

用
予
定
数
を
勘
案
し
て
決
定
す

る
」
と
の
見
解
を
示
す
に
と
ど

ま
っ
た
。

職場実態

「
野
中
や
す
し
」
後
援
会
事
務
所
を
開
設

2023分会基礎調査中間集計（2023.7.4時点）

会計
年度

一
般
職

岩 手 県 議 会 議 員 選 挙 推 薦・支 持 候 補 予 定 者

統一自治体選挙
県職労推薦・支持候補予定者

県
民
の
「
生
活
」
と
「
幸
福
」
の
た
め

　
　
　
　
　
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

盛
岡
選
挙
区

北
上
選
挙
区

宮
古
選
挙
区

久
慈
選
挙
区

花
巻
選
挙
区

花
巻
選
挙
区

花
巻
選
挙
区

滝
沢
選
挙
区

盛
岡
市
議
選
「
野
中
や
す
し
」

　
　
　
　
勝
利
！
総
決
起
集
会

日
時　

８
月
８
日
（
火
）
18 
時
15 
分
〜
19 
時
15 
分

会
場　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て　

２
階
大
ホ
ー
ル

多
数
の
皆
様
の
御
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

飛
び
入
り
大
歓
迎
！

専門他

旧・非常勤



◀▲夏期交流会に参加した
　　自治労県本部の参加者

　

７
月
13
日
、
２
０
２
３
年
度

第
１
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
２

年
度
の
健
康
管
理
状
況
と
、
２

０
２
３
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

 

長
期
療
養
者
の
状
況

　

14
日
以
上
の
長
期
療
養
者
は

２
０
２
２
年
度
１
６
２
人
、
そ

の
う
ち
精
神
疾
患
が
１
０
５
人

に
上
り
依
然
と
し
て
高
い
状
況

で
あ
る
が
、
療
養
日
数
は
減
少

し
て
き
て
い
る
。事
務
局
か
ら
、

特
に
若
年
層
の
職
員
の
割
合
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康

相
談
会
や
交
流
会
な
ど
の
機
会
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を
捉
え
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
体
制
を
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

 

長
時
間
労
働
の
保
健
指
導

　

２
０
２
２
年
度
の
長
時
間
労

働
の
報
告
対
象
者
数
は
、
１
０

９
８
人
（
前
年
度
９
１
９
人
）

と
大
幅
に
増
加
し
た
。
事
務
局

は
出
先
機
関
に
お
い
て
前
年
度

よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
要

因
は
コ
ロ
ナ
関
連
業
務
に
よ
る

も
の
が
多
い
と
し
、
長
時
間
勤

務
は
職
員
の
健
康
障
害
の
要
因

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
仕
事
と

生
活
の
両
立
実
現
に
大
き
な
阻

害
要
因
と
な
る
。
２
０
２
３
年

度
は
引
き
続
き
、
必
要
な
職
員

及
び
所
属
長
へ
保
健
指
導
を
徹

底
し
て
い
く
と
回
答
し
た
。

 

県
職
労
委
員
発
言

　

健
康
診
断
に
つ
い
て
畜
産
研

究
所
で
は
、
昨
年
度
ま
で
は
県

立
大
学
で
の
３
日
間
の
中
で
受

診
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は
１

日
の
み
の
実
施
と
な
り
、
畜
産

研
究
所
の
職
員
は
１
日
だ
け
で

は
全
員
が
受
診
で
き
な
い
た
め

３
日
間
設
け
て
ほ
し
い
。
県
立

大
学
で
の
３
日
間
が
確
保
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
畜
産
研
究
所

の
庁
舎
を
提
供
す
る
と
の
意
見

が
挙
げ
ら
れ
た
。
事
務
局
は
、

委
員
か
ら
の
発
言
を
受
け
、
関

係
機
関
と
調
整
し
、
検
討
す
る

と
し
た
。

　

県
職
労
で
は
、
職
員
の
健
康

保
持
と
労
働
安
全
衛
生
の
観
点

か
ら
課
題
を
当
局
に
訴
え
、
改

善
を
求
め
て
い
く
。
各
支
部
も

衛
生
委
員
会
で
の
意
見
反
映

を
。

【
２
０
２
３
年
度
の
主
な
取
組
】

　

出
先
機
関
の
中
で
も
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
へ
の
相
談
件
数
や
巡

回
相
談
の
件
数
が
最
も
多
い
県

南
局
総
務
部
に
「
健
康
サ
ポ
ー

ト
専
門
員
」
を
配
置
し
、
出
先

機
関
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
を
強
化
す
る
。

　

７
月
７
〜
９
日
に
山
形
県
で

「
第
26
回
自
治
労
東
北
地
連
青

年
女
性
夏
期
交
流
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
岩
手
県
職
労
か
ら
５

人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
て
、
佐
々
木
地

連
議
長
か
ら
、「
今
集
会
を
お

互
い
の
素
直
な
気
持
ち
を
出
し

あ
う
、
聞
き
あ
う
よ
う
な
場
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
吉
岡
中
央
女
性
部
常
任
委

員
か
ら
「
こ
の
集
会
で
の
気
づ

き
を
き
っ
か
け
に
自
分
の
職
場

を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
と
提
起
が
あ
っ
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
関
東
労
働

大
学
の
菅
原
修
一
さ
ん
か
ら

「
世
の
中
の
動
き
か
ら
職
場
の

問
題
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、

日
本
の
賃
金
が
30
年
間
ほ
ぼ
上

昇
し
て
い
な
い
実
態
や
、
仕
事

は
増
え
、
賃
金
は
下
が
る
公
務

労
働
の
現
実
な
ど
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
い
た
。

　

職
種
別
反
合
理
化
分
散
会
で

は
、
総
務
部
門
で
年
間
８
０
０

時
間
の
時
間
外
を
強
い
ら
れ
た

と
の
声
や
建
設
部
門
で
業
務
の

経
験
・
ス
キ
ル
が
職
員
に
よ
っ

て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
業
務
量

に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
と
の
声

が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
３
日
間
の
集
会
で
得
た

「
気
づ
き
」
を
「
学
び
」
に
変

え
て
、
職
場
の
「
オ
カ
シ
イ
」

を
「
オ
カ
シ
イ
」
と
言
え
る
環

境
を
仲
間
と
共
に
作
っ
て
い
き

た
い
。

　

県
職
労
北
上
支
部
は
７
月
14

日
、
宮
古
支
部
が
７
月
21
日
に

今
年
度
の
支
部
役
員
選
挙
結
果

を
公
示
。
立
候
補
者
全
員
が
信

任
さ
れ
新
体
制
を
確
立
し
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
北
上
支
部
】

支
部
長

藤
原　

道
理
（
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

前
山　
　

薫
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

佐
藤　
　

真
（
農
業
普
及
技
術
課

 

（
農
研
セ
ン
タ
ー
駐
在
））

書
記
次
長

及
川　

竹
生
（
県
立
農
業
大
学
校
）

執
行
委
員

佐
藤　

力
也
（
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

浅
川　

知
則
（
県
立
農
業
大
学
校
）

佐
藤
千
穂
子
（
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
和
賀
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

）

長
嶺　

達
也
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

藤
沢　
　

巧
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

内
藤　

善
美
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

富
田　

典
子
（
生
物
工
学
研
究
所
）

八
重
樫
晴
央
（
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
上
駐
在
））

【
宮
古
支
部
】

支
部
長

内
山　

貴
啓
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

加
藤　

伸
一
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

山
崎　
　

亨
（
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

今
野　

智
也
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

光
井　

太
平
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

小
原　

善
一
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

山
根　

広
大
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　

優
樹
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室

）

猿
舘　
　

翼
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
税
室

）

会
計
監
事

高
屋
敷
良
光
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
税
室

）

樋
口　

俊
明
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

長
期
療
養
対
策
に

長
時
間
労
働
解
消
を

第
１
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員
会

気
づ
き
か
ら
学
び
、
実
践
へ
！

第
26
回
自
治
労
東
北
地
連  

青
年
女
性
夏
期
交
流
集
会
開
催

北
上
・
宮
古
支
部
が
体
制
確
立

北
上
・
藤
原
支
部
長
、
宮
古
・
内
山
支
部
長

▲内山宮古支部長

▲藤原北上支部長

　

２
０
１
３
年
の
法
改
正
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
が
解
禁
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
、①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
す
る
方
法
と
、

②
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。①
の
方
法
は
、
組
合
等
が
大
い
に

活
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
す
る
方
法
は
、
政
党
や
候
補
者
だ
け
で
な
く
、（
選

挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の
）
全
て
の
者
が
利
用
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

選
挙
期
間
中
は
、
組
合
や
組
合
員
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
候
補
者
や
政
党
に
対
す
る

投
票
を
呼
び
か
け
る
こ
と
（
選
挙
運
動
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
や
組
合
員
と
し
て
は
、
次
の
取
り
組
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ア 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
を
利
用
し
た
選
挙
運
動

　

イ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ニ
コ
ニ
コ

動
画
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
含
み
ま
す
）
を
利
用
し
た
選
挙
運
動

　

ウ 

政
策
動
画
の
ネ
ッ
ト
配
信

　

エ 

政
見
放
送
の
ネ
ッ
ト
配
信
（
放
送
事
業
者
の
許
諾
が
必
要
）

　

し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、
選
挙
期
間
中
に
、

支
持
す
る
候
補
者
の
政
策
紹
介
や
遊
説
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
投
票
の
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ユ
ー

ザ
間
で
や
り
と
り
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
は
、「
電
子
メ
ー
ル
」
で
は
な
く
、「
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
等
」
に
含
ま
れ
る
の
で
、政
党
と
候
補
者
に
限
ら
ず
選
挙
運
動
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、②
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
政
党
と
候
補
者
に
限

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、政
党
や
候
補
者
か
ら
送
信
さ
れ
た
選
挙
運
動
用
の
電
子
メ
ー

ル
を
他
者
に
転
送
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
具
体
的
な
候
補
者
へ
の
投
票
依
頼
を
含
む
選

挙
運
動
用
の
電
子
メ
ー
ル
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
告
示
日
前
に
、
組
合
執
行
部
が
組

合
員
に
対
し
て
、
組
合
と
し
て
推
薦
決
定
し
た
予
定
候
補
者
の
政
策
や
推
薦
決
定
し

た
経
過
に
つ
い
て
周
知
す
る
た
め
に
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
告
示
日
以
後
で
も
、
投
票
依
頼
を
せ
ず
、
執
行
部
と
し
て
の
選
挙
方
針
、
特

定
候
補
者
を
推
薦
し
た
理
由
・
経
過
な
ど
を
周
知
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

政
治
活
動
で
あ
っ
て
選
挙
運
動
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

注
意
が
必
要
な
こ
と
は
、
地
公
法
36
条
と
の
関
係
で
す
。
組
合
と
し
て
の
利
用
は
、

Q

A

　公職選挙法が改正されて、
インターネットを利用した

選挙運動が解禁となりました。
組合や組合員は何ができますか。

地
公
法
36
条
の
適
用
を
受
け
ま
せ
ん
。
問
題
は
非
現
業
職
員
が
個
人
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
利
用
し
た
勧
誘
運
動
が
ど
こ
ま
で
可
能
と
な
る
か
で
す
。
候
補
者
の

立
候
補
届
出
前
は
、
地
公
法
36
条
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
非
現
業
職
員
で
も
、
自
分
が
支
持
す
る
政
治
家
や

予
定
候
補
者
の
政
策
を
紹
介
し
、
支
持
を
訴
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
（
た
だ
し
、
公
職
選
挙
法
で
事
前
運
動
と
な

る
投
票
依
頼
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

立
候
補
届
出
以
降
は
ど
う
か
。
民
間
人
と
同
様
に
、
ど
こ
ま
で
投
票
依
頼
が
可
能
か
で
す
が
、
地
公
法
36
条
２

項
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
勧
誘
運
動
」
で
す
。
そ
し
て
「
勧
誘
運
動
」
と
は
、「（
不
特
定
又
は
多
数

の
者
を
対
象
と
し
て
）
組
織
的
・
計
画
的
に
」
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

ブ
ロ
グ
な
ど
で
、
特
定
の
候
補
者
に
対
し
て
の
投
票
を
よ
び
か
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
個
人
の
発
意
か
ら
行
わ
れ

る
限
り
、「
勧
誘
運
動
」
に
は
当
た
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
呼
び
か
け
が
少
数
の
グ
ル
ー
プ
内
で
あ
れ
ば
、

な
お
さ
ら
勧
誘
運
動
と
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
現
業
・
公
営
企
業
職
員
は
、
地
公
法
36
条
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
の
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
告
示
日
以
降
も
、
投
票
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

ネット選挙解禁後における選挙運動・政治活動の可否一覧
（インターネット選挙運動等に関する各党協議会「改正公選法ガイドライン」より）

できること／できないこと

ホームページ、ブログ等

政策動画のネット配信

政見放送のネット配信

選挙運動用電子メールの送信

選挙運動用の広告

挨拶を目的とする広告

○

○

△※２

○

×

×

政党等 候補者
候補者
政党等
以外の者

ウェブサイト等を
用いた選挙運動

電子メールを
用いた選挙運動

有料インターネット広告

ウェブサイトに掲載・選挙運動用電子メールに
添付された選挙運動用ビラ・ポスターを紙に印刷
して頒布（証紙無）

ＳＮＳ（フェイスブック、
ツイッター等）※１

選挙運動用ビラ・ポスターを
添付した電子メールの送信

送信された選挙運動用
電子メールの転送

選挙運動用のウェブサイトに
直接リンクする広告

○

○

○

△※３

×

○

○

△※２

○

×

×

○

×

○

△※３

×

○

○

△※２

×

×

×

○

×

×

×

×

※１　メッセージ機能を含む。
※２　著作隣接権者（放送事業者）の許諾があれば可。
※３　新たな送信者として、送信主体や送信先制限の要件を満たすことが必要。


